難病指定医の先生へ　　　　　　　　　　
難病指定医の指定更新のお知らせ
令和６年２月
福島県保健福祉部障がい福祉課

難病指定医の有効期間は、指定を受けた日から５年間です。
有効期間後も難病指定医の指定を受ける場合は、更新の手続きが必要です。
（更新手続きをしない場合、現在発行している指定通知書の有効期限をもって、難病指定医の資格が失効することとなりますので、ご注意ください。）

更新される場合は、下記期限までに更新の手続きを行ってください。
１　必要書類

	№
	提出書類等
	対象者等

	１
	指 定 医 指 定 更 新 申 請 書（様式第５号）
	【全員】

	２
	専門医に認定されていることを証明する書類（写し可）
	【07Sで始まる指定医番号の方のみ】
※専門医に認定されている有効期間が切れていないことを確認してください。（新たに更新する期間前に専門医の認定期間が切れてしまう場合は専門医を更新してから、本更新を行ってください。）

	
	難病指定医の研修修了を証明する書類（写し可）
	【07Tで始まる指定医番号の方のみ】
※令和２年度から「オンライン研修（別紙参照）」となっています。
※お手元の「難病指定医指定通知書」に記載されている指定有効期間内に受講したものに限ります（福島県以外の研修受講証明も可）。
※専門医の資格を取得した方は、新規申請を行ってください。

	３
	難病指定医指定通知書（写し）
	【全員】
※紛失の場合は、理由書（任意様式）を添付ください。
　理由書には、難病指定医の記名押印が必要です。
※同時に変更の届出を行う場合は、原本が必要です。

	４
	医師免許証の写し
	【医籍の登録番号及び登録年月日に変更がある場合のみ】
※変更の場合は、指定変更届出書（様式第４号）の提出が必要です。


2　留意事項

（1）提出期限
　ア　４月～ ８月に有効期限を迎える方　 難病指定医指定通知書の有効期間最終日まで
　イ　９月～12月に有効期限を迎える方　令和６年8月３0日（金）まで
・上記ア、イの期限までに、保健福祉事務所または福島県庁障がい福祉課へ更新書類をご提出ください（郵送可）。（提出先は、裏面のとおり）
・中核市に主たる勤務先医療機関がある場合は正本１部を、中核市以外の市町村に主たる勤務先医療機関がある場合は、正本と副本（コピー可）の２部をご提出ください。
※１１月及び１２月に1，000名を超える方が有効期限を迎えることから、更新手続きを円滑に進めるため、更新申請書の提出期限を早めに設定しております。ご理解とご協力をお願いします。
（2）上記の提出書類が全て揃わないうちは受付できません。

（3）記入漏れや内容が不十分と判断された場合は、書類の追加提出・確認をお願いすることがあります。
（4）申請中であっても、氏名、連絡先、医籍登録番号及び登録年月日、担当する診療科、主
に指定難病の診断を行う医療機関の名称及び所在地の変更があった場合には、速やかに変
更の届出を行ってください。更新申請書で同時に変更の届出を行うことも可能です。
（5）専門医の資格を有する難病指定医については、当該専門医の資格を失った場合には、速やかに辞退等の届出を行ってください。
受付及びお問い合わせ先の一覧
	保健所等名称
	管轄エリア
（主たる勤務先医療機関の所在地）
	連絡先

	県北保健福祉事務所
	二本松市、
伊達市、本宮市、
伊達郡、安達郡
	〒960-8012
福島市御山町8番30号
電話024-534-4161

	県中保健福祉事務所
	須賀川市、田村市、
岩瀬郡、田村郡、
石川郡
	〒962-0834
須賀川市旭町153番地1
電話0248-75-7814

	県南保健福祉事務所
	白河市、西白河郡、
東白川郡
	〒961-0074
白河市郭内127番地
電話0248-22-5443

	会津保健福祉事務所
	会津若松市、喜多方市、耶麻郡、河沼郡、
大沼郡
	〒965-0807
会津若松市城東町5番12号
電話0242-29-5508

	南会津保健福祉事務所
	南会津郡
	〒967-0004
南会津郡南会津町田島字天道沢甲2542番地の2
電話0241-63-0306

	相双保健福祉事務所
	相馬市、南相馬市、
相馬郡、双葉郡
	〒975-0031
南相馬市原町区錦町一丁目30番地
電話0244-26-1138

	県庁障がい福祉課

	郡山市、いわき市、福島市
	〒960-8670
福島市杉妻町2番16号
電話024-521-7237


主たる勤務先の所在地を管轄する県保健福祉事務所、所在地が中核市の場合は、県庁障がい福祉課となります。
